
第４号様式（別表関係）
許　可　建　築　物　調　書
	建築位置
	寝 屋 川 市
	・

	建物名称
	
	・

	用途
	
	工事種別
	
	・

	〔設計者〕
	住所
	
	・

	
	氏名
	
	（TEL）
	・


	
	条　　　　　　　　　　　件
	摘　　　　要

	床仕上
	廊下
	粗面かつ滑りにくい材料
	

	
	階段＆スロープ
	
	

	
	敷地内通路
	
	

	点字

タイル等
	出入口～

受付等
	点字タイル等の敷設
	（有・無）

	■　多　数　の　も　の　が　利　用　す　る　部　分
	⑴出入口
	駐車場へ通ずる

部分及び地上へ通ずる部分
	１以上の

出入口
	幅（内法）120㎝以上
	平面図に

【A】

を表示すること。

	
	
	
	
	自動ドア（停電時手動で開くもの）
	

	
	
	
	
	床の構造バリアフリーかつ水平
	

	
	
	
	その他の

出入口
	幅（内法）90㎝以上
	平面図に

【B】

を表示すること。

	
	
	
	
	引戸（車いす使用者が円滑に利用できる構造）
	

	
	
	
	
	バリアフリーかつ水平
	

	
	
	室の

出入口
	幅(内法)90㎝以上
	平面図に

【Ｃ】

を表示すること。

	
	
	
	引戸（廊下側に突出せず、車いす使用者が円滑に利用）
	

	
	
	
	バリアフリーかつ水平
	

	
	⑵廊下等
	構造
	バリアフリーかつ休憩の用に供するための機能を設置
	平面図に表示

	
	
	幅
	幅（内法）180㎝以上（車いすがすれ違うことができる部分が50ｍ以内毎にある場合は140㎝以上）
	【　　　　　】cm

	
	
	壁
	突起物を設けない（手すり等は、この限りでない。）
	（有・無）

	
	
	段差部
	⑶のスロープが設置必要
	（有・無）

	
	⑶スロープ
	幅
	幅（内法）150㎝以上（段を併設する場合120㎝以上）
	【　　　　　】cm

	
	
	勾配
	勾配は、１／12以下
	１／【　　　　】

	
	
	踊場
	高さは75㎝以内毎に踏面（内法）150㎝の踊場設置
	（有・無）

	
	
	
	交差又は接続の場合、踏幅（内法）150㎝の踊場設置
	（有・無）

	
	
	手すり
	両側手すりの設置
	（有・無）

	
	
	色彩
	廊下と色の明度差
	廊 下（　　　　）

	
	
	
	
	ｽﾛｰﾌﾟ（　　　　）

	
	
	点字
	廊下と踊場の点字タイル等の設置
	（有・無）

	
	⑷階段
	幅
	幅（内法）150㎝以上（特定の者が利用する場合は140㎝）
	【　　　　　】cm

	
	
	蹴上
	蹴上16㎝以下
	【　　　　　】cm

	
	
	踏面
	踏面30㎝以上
	【　　　　　】cm

	
	
	手すり
	両側手すり
	（有・無）


３枚中1枚目

	（　■　多　数　の　も　の　が　利　用　す　る　部　分　）
	（階段）
	構造
	回り階段の禁止
	（有・無）

	
	
	色彩
	踏面と蹴上の色の明度差
	廊下（　　　）

ｽﾛｰﾌﾟ（　　　）

	
	
	点字
	廊下と踊場の点字タイトル等の設置
	（有・無）

	
	（⑸-①）一以上のEV
	構造
	原則各階停止
	平面図に

【D】

を

表示
	

	
	
	かご幅
	160cm以上
	
	【　　　　　】㎡

	
	
	かご奥行
	奥行（内法）135㎝以上
	
	(　　)×(　　)cm

	
	
	かご形状
	車いす転回が可能な形状とする（原則正方形）
	
	―

	
	
	設備
	· 停止予定階表示

· 現在位置表示設備

· 音声案内設備

· 車いす用の操作盤

· 点字付操作盤
	
	（有・無）

	
	
	かご出入口の幅
	幅（内法）90㎝以上
	
	―

	
	
	乗降ﾛﾋﾞｰの大きさ
	幅×奥行共（内法）180㎝以上
	
	―

	
	（⑸-②）その他のEV
	構造
	原則各階停止
	平面図に

【E】

を

表示
	

	
	
	かご面積
	床面積1．83㎡
	
	【　　　　　】㎡

	
	
	かご奥行
	奥行（内法）135㎝以上（幅×奥行）
	
	(　　)×(　　)cm

	
	
	かご形状
	車いす転回が可能な形状とする（原則正方形）
	
	―

	
	
	かご出入口の幅
	幅（内法）80㎝以上
	
	―

	
	
	乗降ﾛﾋﾞｰの大きさ
	幅×奥行共（内法）150㎝以上
	
	―

	
	⑹車いす用便所
	設置義務
	最低でも１以上を設置すること。
	平面図に

【車いす用】

を表示すること。

	
	
	
	各階設置数≧Ａ／50以上　　　 （便房数200以下の時）

各階設置数≧２＋Ａ／100以上　（便房数200超えの時）

※A：各階の便房数
	

	
	
	出入口
	幅（内法）80㎝以上
	

	
	
	
	引戸（車いす使用者が円滑に利用できる構造）
	

	
	
	
	男子用
	男子用小便器を設置の時は床置式
	平面図に

【F】

を表示すること。

	
	⑺車いす用駐車場
	
	最低でも１台以上を設置すること。
	平面図に

【車いす用】

を表示すること。

	
	
	設置義務
	設置数≧Ａ／50以上　　　 （総駐車台数200以下の時）

設置数≧２＋Ａ／100以上　（総駐車台数200超えの時）

※A：総駐車台数
	

	
	
	
	建物出入口から距離が最短
	

	
	
	幅
	幅は、350cm以上
	

	
	
	表示義務
	車いす用駐車場表示
	

	
	
	通路
	⑻の通路に準じる
	

	
	⑻敷地
	幅
	幅は、180㎝以上
	【　　　　　】cm

	
	
	段差部
	勾配１／15以下
	（有・無）

	
	
	
	通路・踊場部分への点字タイル等の設置
	


（３枚中２枚目）

	
	通路
	
	スロープ部と通路・傾斜路の色の明度差
	


	
	条　　　　　　　　　　　件
	摘　　　　要

	部分以外の部分

■多数のものが利用する
	⑴出入口
	幅（内法）80㎝以上
	平面図に

【G】

を表示すること。

	
	
	引戸（車いす使用者が円滑に利用できる構造）
	

	
	
	床の構造バリアフリーかつ水平
	

	
	⑵廊　下
	幅（内法）90㎝以上
	【　　　　　】cm

	
	
	バリアフリー（段差がある場合は、手すりの設置）
	

	
	⑶階　段
	手すりの設置
	（有・無）

	
	⑷便　所

（1以上）
	構造
	腰掛便座
	（有・無）

	
	
	
	手すりの設置
	

	
	
	出入口
	幅（内法）80㎝以上
	

	
	
	
	引戸（車いす使用者が円滑に利用できる構造）
	

	
	⑸敷地内

   通路
	幅は、90㎝以上
	【　　　　　】cm

	
	
	バリアフリー（段差がある場合は、手すりの設置）
	（有・無）


（３枚中３枚目）
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